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回覧

2019年度自治会長大会を開催しました
令和元年12月７日，市役所において2019年度自治会長大会を開催しました。

佐藤市長を来賓としてお迎えし，各地
区から多くの自治会長にご参加いただ
き，宇都宮市地域自治振興功労者と自治
会活動の表彰式，講演会を行いました。

表彰を受けられた皆様を本紙２頁でご
紹介しておりま
すので，ご覧下
さい。

講演会では，
37年 間 の 自 衛
隊勤務を経て，
現在は宇都宮市
行政経営部危機
管理課危機管理

担当（自衛隊）主幹の藏野　隆洋氏による「災害に対する宇都宮市の取り組み」の
お話を伺いました。

市の災害対策として，防災備蓄庫の整備や飲料水の確保を行っていること，企業
と災害時応援協定を締結していることなどを説明していただきました。

また，今でもトラウマになっていると語られた東日本大震災の災害派遣から「事
前に逃げる経路などを考えていたら，もっと多くの方が助かったのではないか。」と
いう思いがあるとのこと。「自然の力は予想を超えてくる。それでも現実と向き合い，
避難場所の下見や，避難経路などを話し合っておくことで，被害を少しでも小さく
することができる。」と熱く語られました。



前地区連合会長表彰を代表で
受けられた　益子　則行 氏

11年表彰を代表で受けられた
真船　淑和 会長

５年表彰を代表で受けられた
吉澤　大次 会長

自治会活動表彰を代表で受け
られた 宝木町２の２自治会　
浅野　重明 会長
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❀地域自治振興功労者表彰
この制度は，宇都宮市が永年，地域の活動促進に貢献した自治会長を表彰するもので，地区連合会長を２年

以上在職し退任された方と自治会長職を５年及び11年の長きにわたり務められた方に贈られます。

【地区連合自治会長を２年以上在職し退任した方】　敬称略

前　上河内地区連合自治会長 横塚　　境
前　篠井地区連合自治会長 若林　秀世
前　中央地区連合自治会長 水島　　潔
前　西地区連合自治会長 池嶋　邦男
前　西原地区連合自治会長 中山　剛夫
前　細谷・上戸祭地区自治会連合会長 大谷　和大
前　御幸地区連合自治会長 益子　則行 　　　　　　 計７名

【自治会長の職に11年以上在職した方】　敬称略

薄久保　昭 （泉 が 丘 西） 大河原秀夫 （二　 の　 丸） 田野實和夫 （弥　 生　 町）
川津　昭夫 （松　 風　 台） 工藤　修一 （旭 ２ 南 館） 髙橋　節雄 （御幸ヶ原町南）
岩本　　徹 （宝 木 本 町 宝） 小林　正治 （二 条 町 中 部） 鈴木　勇一 （下 河 原 町）
真船　淑和 （八　 幡　 山） 小西　洋子 （東 塙 田 二 区） 岡田　義治 （今 宮 ２ 丁 目）
阿部　　操 （西　 駒　 生） 中畑　　孝 （細 谷 県 住）
大輪　浩康 （西 川 田 東 部） 坂本　順一 （東 原 町 北） 　　　計16名

【自治会長の職に５年以上在職した方】　敬称略

吉澤　大次 （西　 台　 南） 鈴木　正躬 （天　 狗　 町） 福田　光作 （陽 南 北 部）
矢口　一男 （泉 が 丘 東 １） 和気　幸雄 （千　 手　 町） 池田　正夫 （大　　　 町）
阿久津正躬 （ゆいの杜３･４丁目） 中野　基央 （元　 石　 町） 半田　重夫 （扇　　　 町）
佐藤　博司 （朝 日 ケ 丘） 三品　勝広 （長岡町緑ケ丘） 榊　　修一 （鶴田東部第４区）
横山千恵子 （悟　 理　 道） 佐藤　嘉夫 （川俣町桜ケ丘） 齋藤　　博 （鶴田宮の原中部）
辻　　敏昭 （北 若 松 原） 猪瀬　　栄 （上　 川　 俣） 野中　啓三 （鶴田三の沢東）
杉山　　博 （若松原３丁目） 岡地　順三 （青　 葉　 台） 高山　尚夫 （鶴田東原北部）
安納　俊光 （西 原 太 子 町） 長島　俊夫 （ 一 　 　 一 ） 増子　達郎 （日の出１丁目）
川田　昌孝 （西 大 寛 中 組） 松本　宗樹 （一条町二丁目） 荒井　文男 （宿 郷 ２ 丁 目）
吉澤　　潤 （宿郷５丁目東） 櫻井　慶和 （四 条 中 部） 栗原　伸一 （小　 袋　 町）
倉持みや子 （県住平松本町） 武田　　崇 （今　 泉　 西） 柴田　正仁 （陽 東 桜 が 丘）
岩出　昭宏 （東　 駒　 生） 増田　良二 （ 八 　 　 坂 ） 鈴木勝二郎 （八 千 代 東）
石川　東一 （西川田町南部３区） 髙野　房三 （今泉町８丁目中央） 阿久津嗣郎 （陽 南 東 部）
竹之内敬重 （南鶴田やしお） 浅川　幸治 （熱 木 親 交 会）
弓下　正道 （新　 富　 町） 手塚　章雄 （南 新 町 上 組） 　　　計43名

❀自治会活動表彰
この制度は，他の模範となり日頃から地道な活動を継続的に実施している自治

会に対し，宇都宮市が表彰するものです。

宝木町２の２ （宝　 木） 双葉１丁目 （緑 が 丘） 大和一丁目 （陽　　南）
徳次郎下町 （富　 屋） 御幸ヶ原町中央（御幸ヶ原） 陽南東部 （陽　　南）
岩曽町中 （豊　 郷） 今宮３丁目 （陽　　光） 　　　計８自治会



宇都宮市 日本赤十字社　栃木県支部

佐々木　英明 氏
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栃木県自治会連合会　会長研修大会に参加しました
　１月24日，令和元年度栃木県自治会連合会 会長研修大会が，芳賀町民会館において開催されました。
永年地域活動に功労された自治会長に県知事・県自連会長から表彰状が贈られました。
　研修会として，香川大学　磯
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先生による「地区防災計画の策定を通したまちづくり」の講演
が行われました。

【栃木県自治会活動功労者知事表彰】敬称略

熊倉　　茂 （泉 が 丘 東 ３） 佐久間宣昭 （南 兵 庫 塚） 中畑　　孝 （細 谷 県 住）
妹尾　眞之 （奈坪ニュータウン） 大河原秀夫 （二　 の　 丸） 島田　弘二 （三 の 沢 西）
中村　　明 （清 原 台 ６ 丁 目） 北村　　正 （東 塙 田 六 区） 　　　　　計８名

【栃木県自治会連合会自治振興功労者表彰】敬称略

鱒渕　貞男 （久　 保　 田） 鹿熊　忠治 （雀 宮 生 協 団 地） 荻野　浩史 （上 戸 祭 ３ 丁 目）
市川　　正 （台 岡 本 二 区） 岡　　三男 （戸 祭 三 丁 目） 増渕　　進 （西 刑 部 町）
髙石　　満 （五 代 ３ 丁 目） 北條　　博 （あ さ ひ 台） 山崎　保之 （簗 瀬 ８ 丁 目）
中臣　正範 （材 木 町 ５ 番） 入江　康司 （大 曽 西 町） 植木　　稔 （東 峰 中 東）
舘野　睦緒 （関　　　　 原） 小松　整洸 （鶴田宮の原南部） 　　　　　計14名

義援金のご協力，ありがとうございました。
　会員の皆様には，令和元年10月台風第19号災害義援金に，ご協力いただきましてありがとうございました。
　皆様からお寄せいただいた義援金は，13,093,148円となり，宇都宮市及び日本赤十字社栃木県支部を通し
て被災された方々に寄付させていただきました。
　皆様に感謝申し上げるとともに，被災地の一日も早い復興を願っております。

受章，おめでとうございます。
元陽東地区連合自治会長及び元宇都宮市自治会連合会長の佐々木　英明さんが，

令和元年11月３日，瑞宝双光章を受章されました。
こちらは，公務又は公共的な業務に永年にわたり従事して功労を積み重ね，功績を

あげた方に授与される勲章です。
高校教員として教育に情熱を

注がれたあと，自治会活動や福
祉活動を通して地域にご貢献い
ただきました。

これまでのご尽力に敬意を表
しますとともに，受章を心から
お祝い申し上げます。
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高齢者への生活支援活動
　　　～ ふたば生活支援ふれあいセンター ～

双葉１丁目自治会　　会長　大垣　重昭

当自治会では，平成30年９月に，市の指定を受けて，自治会内に「ふたば生
活支援ふれあいセンター」を発足しました。

高齢になっても安心して暮らしていけるために，日常生活の支援を受けたい方と，応援したい方を繋
ぐ活動を行っています。

体の不自由な高齢の方に対して，ごみ捨て，草刈り，話し相手，雑用などの日常生活の支援をしてお
ります。要支援認定者の方などは，「訪問型サービスB」として安い費用でサービスを受けることがで
き，また，認定者の方以外でも全額負担で受けることができます。

活動を行う“応援者”としては，他の自治会のご協力も得て，47名の方が登録されております。１回
30分から１時間の応援活動を，月に２回程，継続的に行っております。

高齢化社会と言われる中，このような活動はなくてはならないものだと思っています。最初の仕組み
を整えるまでは大変でしたが，既に１年が経過し，応援者のご協力を得て，100回を超える生活支援を
行っています。

大変なこともありま
すが，利用者の方から
の感謝の言葉が励みと
なり，活動にやりがい
を感じています。こ
のような住民同士の支
え合いが，他の地域に
も広がっていくことを
願っています。 

編集後記
私事で恐縮ですが，他県の出身である私が，宇都宮に愛着を持てるようになっ
たのは，自治会を通してイベント等に参加し，それによって近所に知り合いが
できるようになってからだと思います。
それまでは，自分は地元の人ではなく「よそ者」なのだというような意識が
どこかにありました。
「地元」という意味は「居住する地域」と辞書には記されています。しかしな
がら，この言葉には，単にそこに居住しているという意味だ
けではなく，地域への愛着や，住民との絆といった思いの深
さも含まれているように感じます。
これから引っ越しのシーズンとなりますが，転入されてき
た方にも，是非，自治会加入を勧めて下さい。一日でも早く，
愛着のある「地元」になっていただけたらと思います。

 お知らせ
　令和２年度の全市一斉清掃
日が決まりましたのでお知ら
せ致します。

 第１回  ５ 月31日（日）
 第２回 10月18日（日）
 第３回 12月13日（日）


